








































































































向､ Sは増加傾向を示した0 -万､ Si02による表面被覆処理はRに影響を及ぼさなかった｡
第6章　Fe-Ni合金粒子の高周波特性
本章では第5章で作製したFeNi合金微粒子の高周波特性を評価した｡改良ポリオール法
を用いて得られたFeNi微粒子の高周波特性を測定した結果､数百MHz帯から損失が増加､
透磁率は減少し始め､ 1GHzではそれぞれ0.2および2.5程度の値を示した｡ MHz帯での
損失を減少させるため､ボールミルを用いた摸拝混合により分散性の向上および粒子の扇
平化処理を行った｡その結果､ MH z帯での損失は顕著に減少し､半分以下の値を示した｡
また､透磁率の値も増加し､ 3以上の値を示した｡組成および磁気特性の異なる粒子の高周
波特性について評価した結果､磁気特性の違いよりも扇平粒子の生成度合いに高周波特性
は依存していた｡
第7章　総括と今後の展望
本章では本論文の主要な成果を総括し､今後の展開を述べた｡
本研究を通し､ポリオール法を用いたサブミクロンサイズの鉄および鉄ベース合金微粒
子の合成技術を確立した｡本合成法を用いて作製した粒子は他の合成法を用いて得られた
ものと比較して高い耐酸化性を有することが確認されており､本手法の有用性が示唆され
た｡また､本研究で得られた鉄ベース合金微粒子の高周波特性を評価した結果､数百MHz
帯で低損失､数GHz帯で損失を示すGHz帯での高周波材料としてのポテンシャルを有し
ていることが明らかとなった｡
微粒子の高周波特性は粒子の形状･凝集状態に強く依存するため､微粒子材料の高周波
特性をより詳細に評価するためには粒子の分散状態の制御が不可欠である｡そのためには､
より単分散かつ分散性に優れた粒子合成プロセスの開発が必要である｡微粒子材料の高周
波特性制御に対する一助として､今後更なる特性制御および表面処理技術の発展が期待さ
れる｡
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論文審査結果の要旨
本論文は､ GHz帯の高周波材料として応用が可能と考えられる､軟磁性金属微粒子の合成と高周波特性の評
価を行ったものである｡ターゲット材として､軟敵性金属の中で高飽和磁化を示すFe･Co合金および高透磁率
を示すFe-Ni合金の､ 2種の鉄ベース合金を選択し､渦電流の影響を抑制可能と考えられる数十～数百nmの､
サブミクロンサイズ粒子をアルコ-)臓蔓元法の一種であるポリオール法を用いて合成し､ GHz帯での電波吸収
材およびアンテナ材としてのポテンシャルを評価した結果をまとめたものである｡
第二章から第四章では順にFe､ Fe･CoおよびFe-Niのナノ粒子合成技術開発に関する結果を記述してある｡
ポリオール法を用いたFe粒子の合成はこれまで未達成であり､鉄ベースの合金微粒子合成において大きな障
壁であった.そこで本論文では､まずFe粒子のポリオール合成を試み､還元反応を促進する水酸化ナトリウ
ムの添加により､飽和磁化200 emu/g以上を示す耐酸化性に優れた鉄粒子のポリオール合成に初めて成功し
た｡ Fe粒子合成で得られた知見に基づき､ Fe-Co合金微粒子のポリオール合成を試みた結果､微粒子サイズや
組成を自由に制御できるFe-Co合金微粒子単相の合成に成功した｡また, Fe-Ni合金微粒子の合成おいては､
バルクで高透磁率を示す/トマロイ相をターゲットとした｡ヒドラジンを易還元性のニッケル錯体形成剤とし
て用いる改良ポリオール法を提案し､目的としたサブミクロンサイズの/i-マロイ微粒子合成に成功した｡
第五および六章では､第三章および第四章で合成されたFe･CoおよびFe-Ni微粒子のGHz稗における電波
吸収材およびアンテナ材としてのポテンシャルを評価した結果を記述してあるQ Fe･Co合金微粒子の高周波透
磁率特性を評価した結果､数GHz領域で共鳴ピークが観察されたが､本実験系ではFe-Co粒子の組成に依存
する高周波特性の差異は明瞭には観測されなかった｡粒子径の異なる試料の高周波特性を評価した結果､粒子
径の減少に伴い共鳴ピークは高周波数側へとシフトした｡また､表面酸化層(硬質磁性体層)の存在が全体の
高周波特性に影響を及ぼすことが明らかとなった｡ Fe-Ni合金微粒子の高周波特性を評価した結果､数百MHz
帯から損失が増加､透磁率は減少し始め､ 1GHzではそれぞれ0.2および2.5程度の値を示した｡ MHz帯での
損失を減少させるため､ボールミルを用いた挽拝混合により分散性の向上および粒子の京平化処理を行った｡
その結果MHz帯での損失は顕著に減少し､半分以下の値を示したoまた､透磁率の値も増加し, 3以上の値
を示した｡組成および磁気特性の異なる粒子の高周波特性について評価した結果､高周波特性は磁気特性の違
いよりも粒子形状および凝集状態に依存することが明らかとなった｡
本研究を通して､ポリオール法を用いた鉄および鉄ベース合金微粒子の合成手法を確立した｡また､その高周
波特性を評価した結果､数百MHz帯で低損失､数GHz帯で損失を示すGHz帯での電波吸収材料､数百MHz
帯でのアンテナ材料として適用可能な材料であった｡加えて､微粒子材料の高周波特性は､粒子の凝集･分散
状態に強く依存することが示唆された｡
よって,本論文は博事物学位論文として合格と認める｡
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